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昨年度、愛媛県の愛顔つなぐえひめ国
体・えひめ大会実行委員会がデザインを
公募した「炬火トーチ及び炬火受皿」に
ついて、多数の応募作品の中から最優秀
作品が選ばれ、その試作品が製作されま
した。

炬火とは、オリンピックでいう聖火に
あたり、国体においても選手達の活躍を
見守るシンボルとして欠かせないもので
す。

今回試作した炬火トーチや炬火受皿
は、来年４月以降に市町が実施する炬火
イベントや、両大会の開・閉会式で使用
される予定です。

　　炬火トーチ及び炬火受皿試作品が完成

愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会2017情報

炬火トーチ
デザイン著作者｜坂

さかぐち

口　秀
ひ で お

雄さん（松山市）
コンセプト｜竹細工をイメージしたフレームに水
引きと真珠を装飾し、本県の特産品をイメージ

炬火受皿
デザイン著作者｜武

たけ

智
ち

　多
な み

美さん（今治市）
コンセプト｜全体として、瀬戸内海をイメージし
ており、下半分は波の模様が入った砥部焼を使用
し、その上に夕日をイメージしたオレンジ色を取
り入れ、豊かな自然や風景美を表現

「ゆめしまサイクル2016 in かみじま」開催報告
サイクリストの出走数は約150名。愛

媛県、広島県はもとより、岡山県、山口県、
高知県、兵庫県、大阪府、そして遠くは
愛知県、埼玉県、宮崎県からも参加をい
ただきました。皆さん無事に完走し、今
回のテーマだった「島のグルメ」も「と
ても美味しかった！」という満足の声を
ほんとうにたくさんいただきました。

また、町内のボランティアスタッフの
皆さん、愛媛銀行弓削支店の皆さん、エ
イドステーションスタッフの皆さん、弓
削・岩城の各交通安全協会の皆さん、上
島サイクリングチームの皆さん、上島町
商工会青年部の皆さん、上島町役場の皆
さん、その他各方面のたくさんの方々に
大変お世話になりました。70名を超える
スタッフの皆さんに、この場をお借りし
て御礼申し上げます。

〈エイドでお世話になった皆さん〉
第１エイド 岩城港 居酒屋民宿よし正（岩城ラーメン）、浦安水産

（鯛めしおにぎり）第２エイド 生名橋記念公園 むつみグループ（ゴ
マせんべい）、生名杜仲茶生産グループ（杜仲茶）第３エイド 弓
削大谷・弓削日比 魚島村漁業協同組合（漁師のクラムチャウダー）
第４エイド 弓削港ひだまり公園 インランド・シー・リゾート フェ
スパ（弓削海苔うどん）、おいでんさいグループ（摘菜クッキー、
きんかんパウンドケーキ、レモネード）
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日 潮 高　　潮 低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1 大 12：23 347 23：58 299 	5：53 31 18：32 115
2 大 12：55 347 － － 	6：23 30 19：05 117
3 中 	0：31 295 13：30 343 	6：55 33 19：40 119
4 中 	1：08 289 14：10 336 	7：32 41 20：21 122
5 中 	1：51 281 14：55 326 	8：14 53 21：09 124
6 小 	2：44 271 15：47 316 	9：04 70 22：06 123
7 小 	3：51 262 16：48 306 10：04 88 23：12 117
8 小 	5：13 262 17：54 302 11：17 103 － －
9 長 	6：37 274 18：59 304 	0：23 102 12：38 109
10 若 	7：50 297 19：58 310 	1：29 79 13：55 105
11 中 	8：51 325 20：51 320 	2：28 52 15：01 95
12 中 	9：45 352 21：40 328 	3：19 25 15：57 84
13 中 10：34 373 22：26 335 	4：07 1 16：47 75
14 大 11：21 387 23：10 337 	4：52 -16 17：33 70
15 大 12：06 393 23：54 334 	5：35 -24 18：18 70
16 大 12：50 389 － － 	6：19 -23 19：02 74
17 大 	0：38 326 13：34 378 	7：02 -12 19：47 81
18 中 	1：23 313 14：20 360 	7：46 7 20：34 90
19 中 	2：12 295 15：07 339 	8：31 33 21：24 100
20 中 	3：06 276 15：58 317 	9：21 64 22：19 108
21 小 	4：10 259 16：54 296 10：17 94 23：23 112
22 小 	5：27 249 17：54 281 11：24 120 － －
23 小 	6：49 249 18：55 271 	0：32 109 12：44 137
24 長 	8：03 260 19：51 267 	1：38 99 14：04 143
25 若 	9：02 276 20：40 268 	2：34 85 15：08 141
26 中 	9：49 292 21：21 271 	3：18 70 15：57 135
27 中 10：27 308 21：58 276 	3：56 55 16：37 128
28 中 11：01 321 22：32 282 	4：30 42 17：11 121
29 大 11：33 333 23：06 288 	5：02 30 17：43 114
30 大 12：05 342 23：41 294 	5：33 21 18：15 106
31 大 12：38 347 － － 	6：06 15 18：49 101

※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。
※この潮汐表は、（一財）日本水路協会発行潮汐表に基づいたものです。
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